
 

 

 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（東海第二（１２９２）） 

２．日 時：平成３０年９月２６日 １０時００分～１２時００分 

１３時３０分～２０時３０分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｄ会議室 

４．出席者 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

名倉安全管理調査官、江嵜企画調査官、吉村上席安全審査官、津金主任安全審査官、 

植木主任安全審査官、千明主任安全審査官、日南川安全審査官、三浦安全審査官、 

宇田川原子力規制専門職、竹内技術参与 

（技術基盤グループ 地震・津波研究部門） 

   山﨑主任技術研究調査官 

事業者： 

日本原子力発電株式会社：開発計画室 室長代理 他２５名 

東北電力株式会社：土木建築部（火力原子力土木） 主任 他２名 

東京電力ホールディングス株式会社：原子力設備管理部 建築技術グループ 副長 他４名 

中部電力株式会社：原子力部 設備設計グループ 担当 他３名 

北陸電力株式会社：原子力本部原子力部 原子力耐震技術チーム 副課長 

中国電力株式会社：電源事業本部（原子力建築） 担当 他１名 

電源開発株式会社：原子力技術部 設備技術室 担当 他３名 

 

５．要旨 

（１）日本原子力発電から、９月２０日、２１日、２５日及び本日の提出資料に基づき、東海第二

発電所の工事計画認可申請に係る耐震性に関する説明書及び津波への配慮に関する説明書

ついて説明があった。 

 

（２）原子力規制庁から主に以下の点について指摘を行った。 

 【屋外重要土木構造物の耐震安全性評価】 

 ＜常設代替高圧電源装置用カルバート（立坑部）＞ 

○ 評価フロー、各評価段階で用いる解析モデル等について、水平方向断面、版部材における

拘束効果及び水平 2方向等の設計の流れ及び方針が理解しやすいように、説明内容を整理

して提示すること。 

 

  【機電耐震計算書関係】 

  ＜機電分耐震計算書の補足について＞ 

○ 鉛直方向大型機器地震応答解析モデル中の原子炉格納容器上鏡部の軸剛性の妥当性につい

て、シェルモデルにより求めた剛性との比較結果を整理して提示すること。 

○ 設備耐震計算に用いる設備評価用床応答曲線について、基本方針とは異なる曲線を用いる

設備に対してはその理由を整理して提示すること。   

 



 

＜主蒸気管（外側主蒸気隔離弁より主塞止弁まで）の耐震クラスについて＞ 

○ 耐震設計審査指針の改訂に伴い、耐震重要度分類のＡs、ＡクラスをＳクラスに統一したこ

とを踏まえた上で基準地震動Ｓ１を弾性設計用地震動Ｓｄに読み替える考え方について、

整理して提示すること。 

 

 ＜耐震評価対象の網羅性、既工認との手法の相違点の整理について＞ 

○ 工認に記載されていない設備の扱いについて、本文に主旨・経緯が分かるように整理して

提示すること。 

○ 静的地震力による評価に関して「設計震度／静的震度＞＝必要比率」となる設備につい

て、設計震度による評価の荷重の組合せがＳＲＳＳ法の場合、水平震度と鉛直震度が１：

１の場合が一番厳しいことが分かるように整理して提示すること。 

○ 静的震度評価の省略条件において、水平震度と鉛直震度を絶対値和法で組み合わせる方法

を用いた考え方を整理して提示すること。 

 

  ＜鋼製防護壁の止水板の衝突荷重について＞ 

○ 止水板の衝突荷重の対策として、部材の材料を変更すると共に緩衝材を敷設することについ

て、それぞれの効果が明確になるような説明を検討し、整理して提示すること。 

 

  ＜地下排水設備排水ポンプ＞ 

○ 各評価対象設備等の耐震重要度分類、機器の設備区分及び耐震設計上の取扱いについて整理

して提示すること。 

○ 各評価項目について、設定根拠のエビデンスを整理して提示すること。また、本指摘につい

ては、他の評価対象設備等についても対応すること。 

   

  ＜管の耐震性＞ 

○ 耐震設計上の重要度分類について検討し、整理して提示すること。 

○ 設計用地震力について、設備評価用床応答曲線を参照している図書を確認し、策定の根拠を

整理して提示すること。 

 

  ＜排水シャフト、集水ピット、集水管及び地下排水上屋の耐震評価方針＞ 

○ 各評価設備等の構造概要を示した上で、評価対象部位の網羅性を確認するとともに、合理的

かつ保守的な評価方針を検討し、整理して提示すること。 

○ 耐震設計の基本方針から計算書に至るまでの階層構造及び図書間の関係について検討し、整

理して提示すること。 

 

  ＜止水壁の透水係数の設定について＞ 

○ 止水壁の被害想定として保守的な設定について検討し、整理して提示すること。 

   

（３）日本原子力発電から、本日の指摘等について了解した旨の回答があった。 

 

 



 

６．その他 

提出資料： 

・Ⅴ-3-別添3-2-5-2 取水ピット空気抜き配管逆止弁の強度計算書 

・2. 取水構造物の耐震安全性評価 

・浸水防止設備における荷重の組合せの適正化について 

・原子炉建屋地下排水設備集水ピット水位計 

・排水シャフト，集水ピット，集水管及び地下排水上屋の耐震評価方針について 

・Ⅴ-2-10-2-6-1 海水ポンプグランドドレン排出口逆止弁の耐震性についての計算書 

・Ⅴ-2-10-2-6-2 取水ピット空気抜き配管逆止弁の耐震性についての計算書 

・Ⅴ-3-別添3-2-5-1 海水ポンプグランドドレン排出口逆止弁の強度計算書 

・主蒸気管（外側主蒸気隔離弁より主塞止弁まで）の耐震クラスについて 

・Ｖ-2-10-2-2-1 防潮堤（鋼製防護壁）の耐震性についての計算書 

・Ｖ-3-別添3-2-1-1 防潮堤（鋼製防護壁）の強度計算書 

・Ⅴ-2-10-2-2-2 防潮扉の耐震性についての計算書 

・Ⅴ-3-別添3-2-1-4 防潮扉の強度計算書 

・Ⅴ-2-10-2-3 放水路ゲートの耐震性についての計算書 

・Ⅴ-2-10-2-5-2 放水路ゲート点検用開口部浸水防止蓋の耐震性についての計算書 

・Ⅴ-3-別添3-2-2 放水路ゲートの強度計算書 

・Ⅴ-3-別添3-2-4-2 放水路ゲート点検用開口部浸水防止蓋の強度計算書 

・Ⅴ-1-1-2-2-5 津波防護に関する施設の設計方針 

・Ｖ-2-10-2-5-5 緊急用海水ポンプ点検用開口部浸水防止蓋の耐震性についての計算書 

・Ⅴ-3-別添3-2-4-5 緊急用海水ポンプ点検用開口部浸水防止蓋の強度計算書 

・Ⅴ-3-別添 3-2-7 水密扉の強度計算書 

・Ⅴ-2-2-2-3 管の耐震性についての計算書 

・Ⅴ-2-2-2-2 原子炉建屋地下排水設備排水ポンプの耐震性についての計算書 

・Ｖ-2-2-2-4 原子炉建屋地下排水設備集水ピット水位の耐震性についての計算書 

・Ⅴ-2-2-2-5 原子炉建屋地下排水設備排水ポンプ制御盤の耐震性についての計算書 

・Ⅴ-2-10-2-8-1 水密扉（浸水防止設備）の耐震性についての計算書 

・Ⅴ-2-2-22-4 常設代替高圧電源装置用カルバート（立坑部）の地震応答計算書 

・Ⅴ-2-2-23-4 常設代替高圧電源装置用カルバート（立坑部）の耐震性についての計算書 

・東海第二発電所 工事計画に係る説明資料（Ⅴ-1-1-2-2 津波への配慮に関する説明書） 

・工事計画に係る補足説明資料 耐震性に関する説明書のうち 補足-340-2【耐震評価対象の網

羅性，既工認との手法の相違点の整理について】 

・工事計画に係る補足説明資料 耐震性に関する説明書のうち 補足-340-8【屋外重要土木構造

物の耐震安全性評価について】 

・工事計画に係る補足説明資料 耐震性に関する説明書のうち 補足-340-13【機電分耐震計算書

の補足について】 

 

 


